
　1966年（昭和41年）に創業。LPガスやガス機器の販売、ガソリンスタンドの運営な
ど、地域とのつながりが深い鉄屋商事。様々な事にチャレンジできる職場環境から、ガ
ス事業だけではなくリフォームをはじめ、草刈りや家の修繕など過去に例のないような
お客さまのご要望にもお応えし、地元に根差した身近にある安心感を日々大切にして
いる。

鉄屋商事株式会社

　冬場の積雪で向かうことができない場所や、夏になると草木が生い茂ってしまう別
荘地などは、検針を行うことが難しかった。また、長期不在にて未使用のお客さまが急
に使用してしまうことで起こる、流量遮断などが多いのも別荘地ならでは。保安面を第

一に考慮してのLPWA導入決定であるが、社長自
らも検針業務を体験したこともあり、従業員負荷低
減も考えて導入することを決めた。検針業務をする
人を募集してもなかなか見つからないという実情
もあり、将来的な人材不足の問題も課題のひとつ
にあった。
　これまで検針や集金は、お客さまのところの指
針を確認するだけではなく、家の様子を見ることで
保安面やガス機器提案などもできるため、営業活
動の一環として考えてきた同社。LPWAを導入した
ことで経費は抑えられる反面、このような接点機会
が減るため、検針業務の減った時間を今後は営業
活動に向けていきたいと考えている。

積雪や雑草など地域ならではの悩みを解消

（滋賀県高島市）
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　LPWA機器のメーカーは、ガスの仕入れ先の紹介で決定したが、設置において通信
が途絶える事象が数か所発生。現場で電波の確認ができなくても、実際は情報が取れ
ていることもあり、その場での通信可否の判断が難しかった。また、雪が降る地域であ
るため、実際に運用してみないとわからないことも多く、機器の設置場所の変更や機
器自体の交換を行うなど設置作業は困難を極めた。メーカーにも手厚いフォローをし
てもらいながら、設置を進めていったと営業部長の岩佐善隆さんは話す。
　設置での苦労に加え現状では、すでに使用している顧客管理システムとLPWAとの
互換性を持たす処理に手間が発生しており、慣れるまで事務の負担は大きい。現状の
システムとの連携や導入後の具体的な事務作業などは、慎重に把握しておくべきだっ
たと振り返る。今後は、在庫管理などの一元管理も含め、システムの見直しも行ってい
くという。

　「この地域の新築は、９割以上がオール電化というのが実情。地元ハウスメーカーも
オール電化を勧めていますね。プロパンガスは震災に強いとPRしても、新築への営業
成果はなかなか上がらない。それならば、今のお客さま件数を維持しつつ、行政が発表
する空き家対策の情報を得ながら、空き家を利用して新しく飲食業をされるといったお
客さまなどに営業していきたい」と話す岩佐さん。ガスのことだけでなく水廻りの修繕・
リフォーム、時には草刈や木の剪定など、何かあれば「鉄屋さんに相談してみよう」と
頼ってくださる地元のお客さまを大切にし、今まで検針にかかっていた労力を新しいこ
とにチャレンジする「攻めの営業活動」に活かしていきたいとの言葉から、同社の意気
込みが伝わってきた。

事前のシステムとの相性と事務作業の確認が大切

検針にかかっていた労力を新しい営業活動へ

事務所の様子



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


